
令和4年度
市民ワークショップ

実施報告

朝倉市 都市政策課 まちづくり企画係
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第１回市民ワークショップで話し合った、朝倉市の「まちなかの魅力と課題」について、
参加者の皆様からいただいた意見をご報告します。

第1回市民WS意見まとめ
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自然環境・田園

食

歴史・文化・伝統工芸

• 飲食店の数
• 食べ物がおいしい

• フルーツ
• 野菜（新鮮・安い）

• 遺跡がある
• 城
• まちなかに歴史を感じる施設がある
• 甘木町は黒田福岡藩の直轄地だった
• 腹切り岩の伝説化
• 甘木絞り

• 緒方春朔と種痘発祥の地
• 歴史や文化が根付いている
• お寺が多い
• 方言
• 山笠

• 自然に恵まれている
• のどか
• 井戸水
• 空気がきれい
• 桜

• 農地が多い
• 3つのダム
• ホタルが多い
• 言葉のやさしさ
• 水が豊富
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生活利便性

交通利便性

まちなか

• 駅のアクセスが良い
• インター３つ
• 電車がレトロ
• 色々な交通がある
• 駐車場無料
• 通勤通学時に人が多い

• 甘木駅の古さ
• 高速ＩＣに近い
• 西鉄と甘鉄の駅が近い
• 福岡市まで1時間
• 安全な歩行空間

• 一通り何でもある
• 娯楽以外の生活できる建物は割とある
• 歯科医院の多さ
• 病院が多い

• 老人施設が多い
• 家賃の安さ
• 物価の安さ
• 保育園が多い

• 商店街にお店が増えてきた
• フレアスのイルミネーション

• 一本道なのでストーリーとして全体的に開け
そう
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人・コミュニティ

観光・交流

学校

• 人間性の温和さ
• 治安が良い
• 高校生はいる

• 隣近所のコミュニケーションがある

• 温泉
• 秋月
• 知名度が高い方
• 県外市外の人へのネタが多い
• 意外と市外の人に人気
• 周辺に秋月、原鶴、杷木といった観光地があ
る

• Kappo
• 自転車競技をするようになった
• 安⾧寺のお茶
• 観光地が多い
• 竹宮恵子さん
• 中村哲さんと山田堰

• 高校が2つある
• 人口の割に学校が多い

• 市内に高校が3つある
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物足りなさ

エンターテインメント・スポーツ・カルチャー

観光

シンボル性

低未利用地

• ポジティブが少ない
• 街の魅力がない
• １９時以降はまちが寝ている
• 寂しい夜道
• 夜に人が歩いていない
• まち風景がおしゃれでない、殺風景

• まちの統一感がない
• 人通りが少なく寂しい
• 通り道でしかない
• 中心部空洞化
• アーケード街に行かなくなった
• 学校があるのに若さを感じない

• 魅力ある施設がない
• 若い人が集まる場所がない
• 見る所、遊ぶ場所がない
• まちなかが活性化していない
• Wi-Fiが少ない

• エンタメ、娯楽が無い
• 映画館がない
• カラオケがない
• 魅力的な店舗がない
• 若い人が遊べる場所がない

• 文化的要素、イベントが少ない
• 店が開いているのかわからない
• 子どもたちの楽しい場所がない
• おしゃれなお茶屋さんが少ない
• 書店がない

• パチンコ屋が多い
• グラウンドが少ない
• 甘木町内に運動する場所がない
• 町中にレクリエーション施設がない
• 見る所、遊ぶ場所がない

• まちなかに観光施設がない
• 映えスポットがあるようでない
• 観光設備の発掘がない
• 平塚環濠公園の活用がない

• 小石原川の活用がない
• 甘木公園の桜に老木化
• 竜泉池の湧水活用ができていない
• 神社仏閣の由来が分からない

• ネットの情報が少ない
• おすすめのスポットがつながっていな
い

• ランドマークがない
• 自慢できる場所がない

• 朝倉らしさを感じる場所が少ない • まちの顔となっていない

• 空き家、空き地が多い
• 古民家をだめにしてしまう

• 空き店舗の貸し出しをしてほしい

まちの
魅力不足



２次交通

道路

広域交通

• 貸し出し自転車がない
• タクシー、代行が終わるのが早い
• 車がないと移動しづらい
• 駅からの回遊ルートが少ない
• 昼間に人が歩いていない
• 自転車用道路が整備されていない、自転車が走りにくい
• バス停が分かりにくい
• 道路が歩きにくい
• ２次交通（バスセンター・レンタカー）が駅から遠い

• 雨宿りできるところが少ない
• 観光施設への交通ハブに課題
• 歩行空間（バリアフリー）が一貫していない
• 高齢者の移動手段がない
• アクセスが悪い
• 西鉄バスの駅進入がない
• 公共交通の一元化

• 道路整備が必要
• T字になっている道が多い
• 道が狭い
• 安⾧寺通りが通りにくい
• 道ユニバーサルになっていない
• 新庁舎建設によりさらに混雑するのではないか

• 高速道路を有効活用できていない
• 甘木バス停の渋滞
• 道が混む
• 道路が歩きにくい
• 通りの花壇は花より雑草が目立つ

• 都心部へのアクセスが悪い
• 公共交通機関が少ない
• 駐車場が必要（無料駐車場、新市庁舎周辺駐車場）
• 終電が早い

• 利便性が悪い
• 隣町とのアクセスを考慮していない
• 短い区間で信号が多い

交通
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人口減少・少子高齢化

人・コミュニティ

学校・教育

雇用・起業

• 働く場所がない • 将来的支援

• 世代交代
• 新しいつながりが作りにくい
• 孤独感
• ドーナツ化現象

• 地元行事に若者の参加が少ない
• 交通指導員の高齢化
• アパート住民との対話

• 教育が遅れている
• 学校活用

• 高校定員確保

• 若者が少ない、出ていく
• 少子高齢化している
• 人が少ない

• 人口減少
• シルバー人材の活用
• 高齢者用賃貸住宅
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駅周辺整備

防災・安全安心

仕組み

• 駅周辺のインフラ
• 駅周辺の駐車場
• 駅前が寂しい

• 駅での暇つぶしができない
• 西鉄と甘鉄の連携がない

• 防災対策
• 大雨、水害
• 安全な歩道が少ない
• 甘木公園等に不審者の出没

• 夜暗い
• 防災無線が聞こえない

• 農と商の連携
• 農業振興地域の見直し
• 計画性がない

• デジタル化が遅れている
• 行政ルールの縛り
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朝倉らしい
魅力を持った

まち

歩いて
楽しいまち

集えるまち

楽しめるまち

チャレンジ
できるまち

人と人の
つながりが

感じられるまち

子育て
しやすいまち

安心安全に
暮らせるまち

第２回市民WS意見まとめ

第２回市民ワークショップで
参加者の皆様にいただいた

「将来こんなまちに
なってほしい」

「そのためには
これが必要だ」

という意見を、
８つのカテゴリーに
分類しました。
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朝倉らしい魅力を持ったまち
朝倉市の魅力が伝わるイベント 動物とふれあえるまち 朝倉野菜や果樹

小石原川の多自然川づくり
自然が身近に感じられ空気が美味し
い

魚が泳ぐ小川

風土を守る マルシェ 地下水を持って帰れる道の駅

あさくらじいばあ標本 愛着を感じるまち 甘木公園の桜を増やす

落ち着ける、ほっとするまち 手漕ぎの井戸 竜泉池に水を出す

都市化に全フリしないまち まちなかに果樹 甘木公園の活用

自然と共生 朝倉の良さをまちなかで体感できる 甘木千軒の再構成

美味しいものがたくさんあるまち 企業を巻き込む データによる現状把握

「あさくら」をデザインする 水をテーマとした魅力の創造 東高、光陽高校とコラボ

朝倉らしい容器でテイクアウト 甘木ブランドの物を作る
アベニュー温泉と卑弥呼温泉を結ぶ
まちづくり

かわいいあさくらキャラクターを作
る

門前町だから駅と庁舎を結ぶ灯篭設
置
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歩いて楽しいまち
交通手段をアトラクションに 和テイストの雨宿り クルマ社会になりすぎない

レンタサイクル 小さな道の駅 人が中心の場所

歩道をきれいにする 回遊バスやタクシー おしゃれな街灯

高校生が気軽に立ち寄れる店
まちなかスクーター（電動キック
ボード）

西鉄と甘鉄のロータリー統合

新しい電車のデザイン 駅近の駐車場が広くて無料 ２次交通の充実

道路の幅を広げる 憩いのスペースがたくさんある 自転車が乗れる電車

人が歩いている イルミネーションイベント拡大 駐輪場整備

交通の便が良い 想いでベンチ まちなかの花、緑空間の再発見

夜でも明るい ゴミ箱設置 駅と中央バス停が中央にある

たまり場にできる場所 道を中心としたイベント 子どもは甘鉄無料

賑わっているが渋滞や混雑がない サイクリングロード整備 庁舎への案内を道路に表示

歩道に花を植える 魅力的な歩道整備 まちなかの花、緑空間の再発見

ゴミ拾いをイベントとして楽しむ 駐車場は遠くにして歩かせる
本当の中心部には車が入れないよう
にする

ウォーキングイベント
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集えるまち
農家民泊 テイクアウトの飲み物 物産観光交流拠点を作る

ジャンル別観光マップ 旬のものを伝える
駅前に行けばなんとかなる（休憩、
自転車、食）

SDGsを意識 CM作成 市外へアクセスしやすい

市外から人が来る 来るたびに再発見ができる 日常生活対応焦点が集積したまち

若者向けSNS
土曜夜市のような地元民が集まるイ
ベント

無料Wi-Fi

賑わいが当たり前になる 定期的なイベント開催 丁番号の新町名で区分

宿泊施設 バエスポット JA本店敷地に商工会議所を設置

生活を始めることも続けることも簡
単なまち

駅前にイベント広場 コミュニティFM

新聞が取り上げるような活動 教育旅行の商品づくり 電線電柱がないまち

観光名所をたくさん作る キッチントレイン 噴水がまちなかにある

若者が集まるアパレル
市役所と駅前にインフォメーション
センター

駅周辺に公園

QRコードでまち案内 市庁舎と駅前広場の連携 観光協会の活性化
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文化・スポーツ・エンターテインメント等が楽しめるまち
テーマが明確なイベント開催 映画館 キリンビアホール

アートのまち 屋上に遊園地
新天街をアートストリートとして
オープンスペース

駅周辺温泉街 市役所で時間が潰せる 歴史資料館活用

着物で出かけられる町 カラオケ 旧庁舎跡地の有効活用

歴史を感じる 高校生が遊べる場所 スポーツ（スケボー）施設

音楽があふれるまち 健康ポイント施設 文化を感じるまち

色んなところにliveステージ イベント広場 マンガ喫茶

食べる事（食材）が身近になるまち 素敵な図書館 オタク館を作る

ストリートスポーツ 滑り台付きビル 駄菓子屋

カフェ、コンサートホール、キャン
プ、グランピング

飲食店整備、屋台街道 スポーツができる場所が欲しい
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チャレンジできるまち
ストリートパフォーマンス 職人が学校に教えに来る 若い人中心の小さな商店街

まちなかで遊ぶ 起業できる 職人支援

貸店舗 留学できる レンタルスペース

遊んだり学んだりできる場所 様々なことに挑戦できる 空家活用

農家が楽しそう 朝倉で何かしたい人が増える 飯の食える農業

新しいことをしやすい場所 シェアオフィス、シェア工房 芸術家のシェアハウス

人と人のつながりが感じられるまち
老人からこどもまで幅広い人がいる コミュニティカフェ 高齢者が活躍できる

人と人のつながりが大切にされる 縁結び発信 ボランティアを進める

子どもがイキイキできる 人と人が出会う（市内、市外） 外国人居住者、労働者が多い

大人が楽しそう 若い人が集まる場所 障がい者にやさしいまち

帰ってきたいと思うまち フレアスの活用
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子育てしやすいまち

子どもが遊べる公園
高齢者が子育て世代を助ける仕組み
を作る

子どもが楽しそう

ゆっくりできる公園 母子で楽しめるセンター 学童、教える人

児童館 図書館と子育てサロンの連携 学習館

ママに優しい遊び場が増える

安心安全に暮らせるまち
災害に強い 見えるまち 雨水排水の地下暗渠

防災公園 食の心配がない 老人ホーム建築

防災都市 空き家がない
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